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平成26年第３回和水町議会臨時会会議録 

 

 平成26年８月18日平成26年第３回和水町議会臨時会を議場に招集された。 

 

１．平成26年８月18日午前10時00分招集 

２．平成26年８月18日午前10時00分開会 

３．平成26年８月18日午後０時36分散会 

４．会議の区別 臨時会 

５．会議の場所 和水町役場議場 

６．本日の応招議員は次のとおりである。（14名） 

  １番 生 山 敬 之     ２番 森  潤 一 郎     ３番 蒲 池 恭 一 

  ４番 豊 後   力     ５番 荒 木 政 士     ６番 松 村 慶 次 

  ７番 小 山   曉     ８番 髙 巢 泰      ９番 庄 山 忠 文 

  10番 池 田 龍之介     11番 杉 村 幸 敏     12番 笹 渕 賢 吾 

  13番 荒 木 拓 馬     14番 杉 村 和 彰 

７．本日の不応招議員は次のとおりである。（０名） 

  な し 

８．本日の出席議員は応招議員と同じである。 

９．本日の欠席議員は不応招議員と同じである。 

10．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

  事 務 局 長   松 尾 裕 二      書 記   前 田 聡 子 

11．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者は次のとおりである。 

  町 長   福 原 秀 治      教 育 長   小 出 正 泰 

                         総 合 支 所 長 
  総 務 課 長   髙 木 洋一郎                松 尾 憲 成                          兼 住 民 課 長 

建 設 課 長   池 田 宝 生      学校教育課長   吉 田   収 

                         特別養護老人 
社会教育課長   有 富 孝 一                石 原 惠 一                          ホーム施設長 

 

12．議事日程 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

  日程第２ 会期決定の件 

  日程第３ 承認第７号 専決処分の承認について 

（平成26年度和水町一般会計補正予算（第２号）） 

  日程第４ 承認第８号 専決処分の承認について 

（平成26年度和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第２号）） 
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  日程第５ 議案第36号 平成26年度和水町一般会計補正予算（第３号） 

  日程第６ 議案第37号 工事請負変更契約の締結について 

  日程第７ 同意第４号 教育委員会委員の任命について 

  日程第８ 閉会中の継続調査について（各委員会） 

 

開会・開議 午前10時00分 

○議長（杉本和彰君） 起立願います。おはようございます。 

 ご着席ください。 

 ただいまから、平成26年第３回和水町議会臨時会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（杉本和彰君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、議長において、５番、荒木政士

君、６番、松村慶次君を指名します。 

 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（杉本和彰君） 日程第２、会期決定の件を議題にします。 

 お諮りします。本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日間に決定しました。 

 

 日程第３ 承認第７号 専決処分の承認について 

（平成26年度和水町一般会計補正予算（第２号）） 

○議長（杉本和彰君） 日程第３、承認第７号「専決処分の承認について（平成26年度和水町一

般会計補正予算（第２号））」を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

総務課長 髙木洋一郎君 

○総務課長（髙木洋一郎君） おはようございます。ただいま議題となりました承認第７号、平

成26年度和水町一般会計補正予算（第２号）の専決処分について提案理由の説明を申し上げます。 

地方自治法第179条第１項の規定によりまして、専決処分を行いましたので、同条第３項の規定

により議会に報告し、承認を求めるものであります。 

専決処分の主な理由は、和水町消防団第２分団の消防操法チームが玉名郡代表として、本年８

月３日日曜日に開催されました第30回熊本県消防操法大会への出場に際して、必要な経費等を専
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決処分したものでございます。 

予算書の裏面、１枚お開きをいただきたいと思います。 

平成26年度和水町一般会計補正予算（第２号）、第１条第１項、歳入歳出の総額に歳入歳出それ

ぞれ173万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ66億7,637万2,000円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表、歳入歳出予算補正」による。 

平成26年７月９日専決。和水町長、福原秀治でございます。 

次に、１ページ第１表、歳入歳出補正予算について御説明をします。 

歳入につきましては、もう１枚お開きをいただきまして、２ページの最下段、19款繰越金、１

項、繰越金、繰越金の補正前の額が２億9,704万2,000円に173万1,000円を追加して、補正後の額

を２億9,877万3,000円として歳入の総額を66億7,637万2,000円とするものです。 

歳入につきましては、５ページをお開きいただきたいと思います。 

上から二つ目の箱の９款、消防費、１項、消防費の補正前の額、２億2,355万4,000円に173万1,000

円を追加して、補正後の額を２億2,528万5,000円として歳出の総額を66億7,637万2,000円とする

ものです。 

追加補正の額173万1,000円の内訳については、９ページをお開きいただきたいと思います。最

後のページです。 

９款消防費、１項消防費、２目非常備消防費、補正前の額が3,773万7,000円に対しまして、173

万1,000円を追加して、3,946万8,000円とするものです。 

内訳は、旅費が県大会出場のための消防団員、そして職員の出張旅費、合わせまして45万5,000

円、需用費は消耗品といたしまして、筒先のノズルですとか、競技用の手袋等の消耗品購入に充

てております。 

燃料費は、大会参加のための公用車のガソリン代です。17,000円です。 

食糧費は参加者への弁当、お茶及び慰労会の経費としまして、60万円を補正をしております。 

14節の使用料及び賃借料10万4,000円ですが、これは高速道路の使用料として１万2,000円、団

員を輸送いたしますバス１台借上料として９万2,000円を補正をしております。 

18節、備品購入費は競技用のホースと消防団員の健闘を応援いたします応援のぼり、合わせて

30万7,000円の補正をしております。 

19節は、負担金補助及び交付金です。 

これは、６月29日に玉名郡消防操法大会で第２分団が優勝いたしましたことから、和水町消防

団等活動支援補助金交付要綱に基づきまして、県大会に向けた活動費の支援金として、20万円を

補正をいたしております。 

以上、承認第７号、平成26年度和水町一般会計補正予算（第２号）の専決処分について提案理

由の説明を申し上げました。 

御承認賜わりますよう、よろしくお願いを申し上げます。以上です。 

○議長（杉本和彰君） これで提案理由の説明を終わります。 
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これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第７号、専決処分の承認について（平成26年度和水町一般会計補正予算（第２号））

を採決します。 

この採決は起立によって行います。承認第７号について、原案のとおり承認することに賛成の

方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（杉本和彰君） 起立全員です。したがって承認第７号は、承認することに決定しました。 

 

日程第４ 承認第８号 専決処分の承認について 

（平成26年度和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第２号）） 

○議長（杉本和彰君） 日程第４、承認第８号「専決処分の承認について（平成26年度和水町特

別養護老人ホーム事業会計補正予算（第２号））」を議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

特別養護老人ホーム施設長 石原恵一君 

○特別養護老人ホーム施設長（石原惠一君） おはようございます。 

承認第８号、平成26年度和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第２号）の専決処分の

説明を申し上げます。 

地方自治法第179条第１項の規定によりまして、専決処分をする必要が生じたために同条第３項

の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、331万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を４億

8,703万2,000円とする予算が生じましたので、去る７月９日の日に専決処分を行ったものでござ

います。内容について説明いたします。 

５ページをお願いいたします。歳入について説明をいたします。 

７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金を331万3,000円補正いたしまして、2,577万9,000円とい

たしております。 

それは、前年度繰越金を歳出補正額の財源としまして331万3,000円補正しております。以上が

歳入の補正でございます。 

６ページをお願いいたします。歳出について説明いたします。 

２款総務費、１項居宅サービス事業費、１目居宅サービス事業費を331万3,000円補正いたしま

して、3,846万4,000円といたしております。 

内訳を説明いたします。18節備品購入費の331万3,000円を補正いたしております。 
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この備品購入の内容につきましては、デイサービスセンターで使用しておりました温冷配膳車

が老朽化によりまして、冷蔵部分が故障いたしましたので、業者に修理を依頼しましたところ、

現在製造メーカーもなくなりまして、補修部品もないということでございますので、早急に買い

替える必要が生じたためでございます。 

また新たに注文いたしましても受注生産ということでございまして、納品までに最低１カ月を

要するということでございましたので、９月定例議会開催までには、２カ月以上あるということ

から、専決処分をお願いしたところでございます。つきましては、買い替えによるということで

ございます。 

ちなみに、この配膳車は平成８年に製造されたものでございまして、今年で18年目を迎えまし

て年間300日ほど活動いたしとったところでございます。以上が、簡単ではございますけれども、

26年度和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第２号）の専決処分の説明を終わります。

よろしくお願いします。 

○議長（杉本和彰君） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから承認第８号、専決処分の承認について、平成26年度和水町特別養護老人ホーム事業会

計補正予算（第２号）を採決します。 

この採決は起立によって行います。 

承認第８号について、原案のとおり承認することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（杉本和彰君） 起立全員です。したがって承認第８号は、承認することに決定しました。 

 

日程第５ 議案第36号 平成26年度和水町一般会計補正予算（第３号） 

○議長（杉本和彰君） 日程第５、議案第36号「平成26年度和水町一般会計補正予算（第３号）」

を議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。 

総務課長 髙木洋一郎君 

○総務課長（髙木洋一郎君） ただいま議題となりました議案第36号、平成26年度和水町一般会

計補正予算（第３号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

表紙１枚お開きをいただきまして、平成26年度和水町の一般会計補正予算（第３号）は、次に

定めるところによりまして、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,417万2,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ66億9,054万4,000円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予
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算の総額は、「第１表、歳入歳出予算補正」による。 

平成26年８月18日提出、和水町長福原秀治。 

主な理由は、学校統廃合事業の一環といたしまして、基本計画の策定のための委員会運営費と

基本計画策定費用の補正をお願いをするものであります。詳しくは、教育委員会より御説明を申

し上げます。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） おはようございます。それでは２ページをごらんいただきたい

と思います。 

「第１表、歳入歳出予算補正」の歳入です。 

19款繰越金、１項繰越金、２億9,877万3,000円に1,417万2,000円を追加し、３億1,294万5,000

円でございます。 

歳出は、５ページをお願いいたします。10款教育費、１項教育総務費、３億1,666万円に1,417

万2,000円を追加し、３億3,083万2,000円でございます。 

歳入歳出補正予算、事項別明細書の御説明をいたします。 

歳入ですけれども、８ページをごらんください。19款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節

前年度繰越金の1,417万2,000円でございます。 

歳出は９ページをお願いいたします。10款教育費、１項教育費、６目学校統合事業費の補正で

ございます。 

１節の報酬、80万8,000円。これは菊水区域の学校施設整備費の基本計画策定委員会の委員報酬

でございます。 

委員は、小中学校の保護者の代表の方、それから小中学校の学校代表、就学前の保護者代表、

地域の代表、それから学識経験者で合計18名の構成で委員長5,800円、委員5,600円で合計８回の

開催を予定しているところでございます。 

９節旅費、16万6,000円。これは、会議開催に伴う18人分の費用弁償で、８回のうち１回は研修

分でございます。 

11節需用費、２万2,000円。これは会議等におけるお茶代、食糧費でございます。 

13節委託料、1,317万6,000円。これは、学校施設改修の基本計画策定業務の委託料でございま

す。この業務は、小学校の複式学級の解消を目的としまして、菊水区域の四つの小学校を統合し

て、その施設としまして、既存の菊水中央小学校の校舎等を活用するための施設の整備、それと

合わせまして、菊水中学校の老朽化、耐震化対策として既存の校舎等の整備を行う内容の基本計

画を策定するものでございます。 

委託の内容ですけれども、基本計画書の作成、学校施設整備基本計画策定委員会の運営支援、

関係者の意見交換の運営支援、今後のスケジュールと課題の整理等でございます。 

それから10ページの補正予算、給与費明細書でございますけれども、ただいま申し上げました

学校施設整備の基本計画策定委員会の委員18人、報酬80万8,000円の追加に伴いまして、その他の
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特別職にかかるところが変更となるものでございます。補正前のその他の特別職は、職員数1,191

人。報酬6,294万4,000円が補正後、18人増で1,209人。報酬が80万8,000円増で、6,375万2,000円

となります。また、これにかかる計のところも変更となっております。 

今回の補正予算の説明をさせていただきました。以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（杉本和彰君） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

13番 荒木拓馬君 

○13番（荒木拓馬君） これは既存校舎の整備というところでの、予算を含まれていると思うと

ころでありますけれども、教育委員会は、中央小学校あたりですけれども、最近見に行かれたの

か、何度行かれたのか、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） 中央小学校の訪問ということでございますけれども、その都度

でかけておりますけれども、７月、中央小学校の学校訪問等がございまして、その時も施設等を

見て回っております。 

また、書類のやりとり等で、ちょこちょこ行ったりとかいうことで、出掛けたりもしておりま

すけれども、施設のほうの状況等についても、その都度みているといったようなことでございま

す。よろしいでしょうか。 

○議長（杉本和彰君） 

13番 荒木拓馬君 

○13番（荒木拓馬君） 私もこの間ちょっと見てまいりましたけども、校舎の荒れ方というかな、

なんさまひどかということですね。 

床の張り替え工事も行われておりましたし、また、休み前に階段のところから、コンクリート

片が落ちてきたということで、補修もやられたというようなこともお聞きいたしました。 

40年近く経っているということで、私が見たところ補修をやっても安心が本当に保てるのかな

というような思いを受けたわけですので、今日言いましたけども、教育委員会としては、本当に

あれをリニューアル改修して安全が保てると思われますか。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長（吉田 収君） 

○学校教育課長（吉田 収君） ただいま御質問がありましたけれども、現在中央小学校の補修

等の修繕等の工事をやっております。 

確かに１階の床の部分、正面玄関の入ったところ等、結構床もきしんでおりますので、夏休み

期間中に修繕等をやっております。 

それから、２階のバルコニーといいますか、窓から出たところの南側の天井、あそこのところ

が壁等が崩落しておりますので、そこもちょっと危険であると、かなり危険であるということで、

夏休み期間中に改修をやっておるところです。 
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そのリニューアルして大丈夫かということでございますけれども、これはどの程度の改修にな

るか、といったようなことも踏まえて、そういったところを中央小、大丈夫かと言われますと、

改修が必要だから改修をやっていこうというようなことで、まずは基本は中央小を考えていくと

ころでございます。 

○議長（杉本和彰君） ほかに質疑はありませんか。 

９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） 今、中央小学校、危険箇所を改修をやっていると。危険箇所、これは私

も昨日ちょっと見に行きました。本当に危険な学校ですね。 

今、このバルコニー、それから天井の裏、これは天井の裏はわからんわけですね。天井があっ

て、その上のコンクリの、そして鉄筋があって、それがもって腐敗をやって、コンクリが落ちて

いると、そういう状態ですね。そうですね、課長。そういう危険な学校を、これからリニューア

ルするわけですか。コンクリが出るということは、鉄筋が腐って、これは膨張して、コンクリを

押し出している状況なんですよ。 

このリニューアルが、どういう結果でやられるか知りませんが、教育長、教育課長、見られた

ということで、町長あたりはどうですか。見られましたか。まずちょっと待っててください、ま

だ。 

非常に非常階段、これは今いつからですか。あれは行って子どもたちに入るなというような指

示がされて、そこは全然使ってませんね。そういう危険な校舎なんですよ。 

万が一今まで事故がなかったということが私は不思議に思っております。 

私は、三加和中学校が十四、五年経ちました。建ててですよ。 

そして、今のような状態で落ちました。だから危険校舎ですよ。そして、即ここは建て替えま

した。そして、その建て替えた学校が今建っているわけですよ。 

リニューアル、リニューアルて、おっしゃられますが、今この鉄筋の腐敗、これを止めるのは

非常に難しいんじゃないですか。 

これはもう、腐れているわけですよ。どんどん進捗していくわけですね。 

そして、これを今、危険箇所だから、今やっていると、そしてそれがどれくらいもてるだろか。

２年、それくらいですよ、おそらく。そこをふせして、そしてまた、そこをふたをしたならまた

どこにか、水はもれてきます。 

すとまた、その次の箇所がどんどん増えていくわけですよ。１カ所やった。こっちのもせない

かん。あっちもせんないかん。 

そういうような危険な校舎を再生をさせる、そして60年、70年もてる。これは私は無理と思い

ます。どうですか、町長。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 庄山議員の御質問にお答えさせていただきます。 

確かに現状ではということで、今危険と言いますか。改修が必要な部分については、改修をい
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たしております。 

それから見たかという御質問でございますけども、今工事に入る前の段階は、拝見をいたして

おります。 

今工事をやっている状況については、申し訳ございません。まだ往訪しておりませんので、早

速に往訪してまいりたいと思いますけれども、そういう危険性のない学校にリニューアルすると

いうことで、そういう意味では、研修の予定も今回の費用の中に入っておりますけれども、南関

等々の例をみましても、工事の過程の様子等々を伺いますと、基本的には鉄筋の丸裸に近い状態

にすると、そういう工法を取り入れているようでございます。 

ですから、じゃあどうかいと言われれば、専門家ではございませんので、今確たる、それに対

するお答えはできませんけれども、今回、基本計画の策定委員会の中にもそういう専門家の改修

の専門家の方、耐震改修の専門家の方も予定をいたしております。 

それの御意見等々、それから改修の程度、これで安全を保てると、そういうリニューアルを行

いたいと思いますので、御理解の程お願い申し上げます。 

○議長（杉本和彰君） 

９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） この改修の度合いですね、これを最高にやらないかんと、私は思います。 

実際まだ現場を前は見たけど、今現時点でのやつはみてないと、今、ちょうど一番最高の状態

に、今丸裸に、非常に悪いところ、いいところ、これがあると思います。 

南側、北側、そして天井裏、見えるとこだけ今やられるのかなと、しかし天井の裏も、これは

２階ですか、あそこは全部屋、全部雨漏りだらけですね。 

雨漏りが全部入っております。それは天井をしてるから、天井についているわけですよ。 

それの上は今言いよるバルコニーの上、そういう状態だと思います、私は。まだそこはわかり

ませんが、そういう状態、ちょうど、町長も今現時点で見られると、わあこぎゃん鉄筋もそぜと

っとかいと、思われるかもしれません。 

私も初めて現場に行って、こんなに腐敗をして、鉄筋を今四つ組みにして、鉄筋を組んで、そ

してコンクリをうってあります。 

その四つ組みをした、いうなら二重の四角形の鉄筋が丸見えになってるとこもあるわけですね。

それも腐敗が進んでるわけですよ。それをかぶせて、業者の方々にもちょっとお尋ねしました。

どれぐらいもてるかいたと、２年でしょうねと。絆創膏（ばんそうこう）程度ですね。本当にや

るのなら本当に、鉄筋、それまではずしてしまわんならいかんというような、私は気持ちをちょ

っと思いました。それによって、どれぐらいの金額がかかるのか、これは小学校だけじゃありま

せん。中学校も、２階の天井がどしこでも変えてあるわけですよ。それは上をもっているから、

上の天井のコンクリの部分はわからんわけですね。表面だけのはなしであって。これをやるとい

うんですから、それ相当の経費は要ると思います、私は。 

町長、財政が厳しいからといって、この財政を切り抜けないかんと、そして、そのやつを、福

祉あたりにもっていくというような、根本な考えかもしれませんが、しかし私は、この学校をや
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って本当にいいのか悪いのか、これから先の大きな課題と思っております。 

そして、この予算も一応、1,100万の予算ですが、これが私は無駄になるのじゃなかろうかと、

厳しいから財政もしっかりせんといかんというようなお話ですが、無駄な金をどんどんやってい

くならば、ますます財政は破たんするわけですね。 

そういうことを勘案して、私はこの予算に対しては、非常にいやな予算と思っております。 

今後の大きな予算につながるひとつの根本ですね。私は根本が間違えば、大きな出発点が間違

うというふうに思っておりますので、今後町長として、本当にこの小学校、中学校の耐震、それ

からその他いろんな考え方をもって、これから先、対応していかれるのか、その点をお尋ねした

いと思います。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） お答えいたします。今、御指摘あるいは御意見をいただきましたことは、

当然町民として、理解できるところでございます。 

ただ、再三議員様方にも御説明を申し上げておりますとおり、この基本計画の概要、概算とい

うのが、程度の差があると再三申し上げてるのは、今まさに御指摘のあったとおりのことでござ

います。 

ですから、私としましても執行部といたしましても、子どもの安全は第一である。しかも、そ

れで経費が圧縮できて、町民の生活基盤の安定を図れるならば、ぜひそういう方向をとらせてい

ただきたい。つけても繰り返しますけれども、子どもの安全というのは、第一でございます。 

今回の委託料が、やや膨らんでおりますのも、いろんなパターン、いろんな改修の規模といい

ますか、程度といいますか、そのへんを考慮をいたしておりますので、そのへんも含めまして、

ぬかりのないように、また保護者にも御納得をいただけるような形で進めてまいりたいと思いま

す。 

都度都度、御相談、御意見等々をいただきながら、進めてまいりたいと思いますので、今回の

この基本計画の策定と申しますのは、私が町民の皆様にお約束をいたしました小中学校の既存の

校舎を活用していくと、そういうお約束、これを果たすための議会の皆さん、町民の皆さん、保

護者の皆さん、学校現場、このへんに適切な御提案と想像でない事実に基づいた御説明をするこ

と、それだけ願わくば、御理解をいただくこと、このへんの全段となる費用でございますので、

そのへんはどうぞ御理解をいただきまして、御承認をいただけますならば、大変ありがたいと思

います。よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（杉本和彰君） 

９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） 私は、町長のお気持ちは重々わかります。 

町民の方々、保護者の方々、いろんな方々がおられます。 

このような状態、これあたりもですね、十二分にやっぱり見ていただいて、そして判断を仰が

なくては私はできないというふうに思います。 
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町長、教育委員会、我々は現場を見ながら、いろんなこの状況、そして財政、これはわかって

おります。 

しかし、まだ今走り出しただけの話ですね。私はこういう予算は、まだあとでいいと、まだ説

明の不足と、それがまだあると私は思います。 

そして、はっきりした決断が出て初めてやらんと、失敗をする可能性がまたあります。そう思

います。だから、この予算に対しては、まだまだ後でもいいと私は思っております。 

そして、その前にいろんな町民の方々、学校関係、さっきも言ったように、そういう方々に現

況がどうであるのか、そして、どういう形でやるのかと、それをお示しをしていただいて、そし

て判断がでたならば、予算付けというようなふうにもっていくべきじゃないかと、私は思ってお

ります。その点、再度お尋ねしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） お答えを申し上げます。先ほども申し上げましたように、この計画の御

説明というものは、…的、それから感情的、あるいは私の希望的、こういう観測でもって町民の

皆様方、ましてや議員の皆様方に、御説明をするべきではないと、私はそう思います。 

しからばこそ、そういう御意見も議員の各位から、ちょうだいをいたしておるのではないかな

と思います。それらをはっきりさせるための費用でございますから、確かに一面の見方からすれ

ば、無駄かもしれません。 

しかし、事業を進める上での、前段の費用としては無駄にしてはいけない。無駄ととらまえて

もいけないんじゃないかなと、これは私の見解でございます。ただ、繰り返し申し上げますけれ

ど、あくまでも子どもたちの安心・安全、それから保護者の皆様の御意向、このへんも議会各位、

議員各位の御意見、御提言とともに、しっかり取り込みまして、対応をいたしてまいりたいと思

います。 

前段としての繰り返しますが、費用でございますので、ぜひとも御承認をいただきたく、よろ

しくお願いを申し上げます。 

○議長（杉本和彰君） ほかに質疑はありませんか。 

２番 森 潤一郎君 

○２番（森 潤一郎君） ２番、森です。私は、この業務につきまして、和水町学校統合推進委

員会というのが６月に確か出来上がって、何回か活動がなされて、当然、この推進委員会を中心

に進んでいくのかなと理解しておったわけですね。 

そしたら今度は、これを見ますと委託料学校施設改修基本計画策定業務委託料という形になっ

ております。これは、基本計画策定委員会かなんかできたんですか。議会のほうには全然説明が

あってませんけど。私はどう理解したらいいんでしょうかね。ちょっとお答えをお願いします。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） 今言われたとおり、推進委員会を今まで２回、会議を開催して
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おります。 

そして、今回基本計画の策定ということで、業務委託の部分もありますけども、基本計画を策

定するにあたって、ワークショップ等も含めて、現場のほうの状況等を検討しながら委員さんた

ちと一緒に基本計画を策定するということで業務委託をお願いしているところです。 

推進委員会は、方向性を出しましょうというようなことで、設置いたしましたけれども、基本

計画、それがないと、なかなか概算費用とか、そういったものがでないとなかなか協議も難しい

と、判断が難しいといったような委員さんたちの声もありました。 

それで、今回は基本計画の策定に向けての委託料、それから策定委員さんたちの報酬、それを

お願いしてるというところでございます。当初は当然、推進委員会だけの予算でございました。 

○議長（杉本和彰君） 

２番 森 潤一郎君 

○２番（森 潤一郎君） といいますと、現在は和水町学校統合推進委員会は休止状態にあると

いうことですか。そういうふうに理解していいんですか。それとも解散ということじゃないんで

しょう。統合推進委員会ですよ。私が尋ねてるのは。 

24名かの委員さんが決まったでしょう。その委員会は休止状態にあるのか、２回は開かれたと

いまおっしゃいましたけど、その後は開かれてないわけでしょ。 

それで結局そのアバウトな形でも数字が出てこないと検討のしようがないというようなことで、

執行部としては基本計画策定委員会なり何なりを立ち上げて今回の予算要求ということじゃない

んですか、違うんですか、どうぞ。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） 学校統合推進委員会は、確かに２回会議を重ねておりまして、

先日、先週でしたか２回目の会議を開催しております。 

それで、休止状態ということではございません。これは継続して、この基本計画の策定と、あ

る程度同時に進行していくといったような形になろうかと思います。 

基本計画の策定の中で、協議していく中で、こういった方向とかいうようなことで、示めされ

た時に、また推進委員会の方で協議していただくというようなことになるかと思います。 

○議長（杉本和彰君） 

２番 森 潤一郎君  

○２番（森 潤一郎君） そうなりますと、この推進委員会のメンバーの方々が基本計画策定委

員会のメンバーを兼ねておられる方はいないんですか、いるんですか。そのへんもちょっとお尋

ねしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） 今回の基本計画の策定委員さんにつきましては、地域の代表と

か、学校の代表、保護者の代表、就学前の保護者の代表といったような形で役職、それぞれの分
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野での役職の方をお願いしておりますけれども、その推進委員会の委員と、今回の策定委員会の

委員を両方を兼ねるとなると、かなりの負担量になるといったようなことで、例えば、地域の代

表の方については、今推進委員さんで出てもらってる方とは別に出てもらうとか、いったような

形もありうるかというふうに思っております。以上です。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 森議員申し訳ありません。御指名をいただきましたので、この話をちょ

っと整理させていただきます。 

教育委員会との応答でございますので、本当は私がここで出しゃばることではないことは、重々

承知いたしておりますけれども、中身を真に御理解いただきたいということで、あえて附則的な

御発言をお許しいただきたいと思います。 

まず、学校統合推進員会でございますけれども、これは純然として生きてございます。 

先般の第２回の会合におきましても、学校推進統合委員会の各委員の皆様には、おそらく基本

計画策定が極力前倒しで急ぐけれども、おそらく年内は早くてもかかるのではないかと、したが

いまして、これはまだ私どもの御要望、御相談の段階でございますけれども、その程度、あるい

は年越しあたりまでの御審議期間というのもお願い申し上げていきたいということでお申出をい

たしております。 

つきましても、学校統合推進委員会の御意向といたしましては、先ほどから申し上げておりま

すように、数字的な根拠、それからパターン的な根拠、これらについてある程度の目途がでない

ことには、統合推進委員会としても、確たる答申をつくり上げることは、かなり困難であるとい

うような御意見、統合推進委員会の委員さんには、おおいに意見提言をしていただかなくてはな

りません。 

そのためにも御要望でございます、基本計画の策定ということに、早急にとりかからなければ

いけないんだと、ついては基本計画の策定委員会の必要もあるんだと、したがいまして、今回の

補正予算の事案につきましては、策定委員会の設立も兼ねているものでございます。予算をいた

だかないと、設立ができません。それを前提といたしました予算の御提示でございます。 

さらに、基本計画策定委員会と学校統合推進委員会の委員さんが、だぶることがないのかと、

いう御質問でございますけれども、このへんはややもするとあるかもわかりません。あるかもわ

かりません。それだけやっぱり統合推進委員さんにしても、必要欠かせざる人を御指名して御協

力いただいているという気持ちがございます。基本策定委員会にしてもそのとおりでございます。

お許しをいただけるならば、だぶることもあるかもわかりません。 

ただ、教育課長が学校教育課長が申しましたように、あまりにも特定した皆様方に御負担をか

けるのは、いかがなものか忍びないなというところがございますので、そのへんは統合推進委員

の皆様の御意見といいますか、私どもで指名をいたしました方が、もしだぶっていらっしゃった

場合は、その方の御判断、または地域としての御推薦の方、等々の人選を考えてまいりたい、か

ように思ってるところでございます。 
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○議長（杉本和彰君） しばらく休憩します。 

 

休憩 午前10時54分 

再開 午前10時58分 

 

○議長（杉本和彰君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

７番 小山 曉君 

○７番（小山 曉君） ７番、小山です。今回学校統合事業費として、総額1,417万2,000円、補

正計上されておりますが、その大半を占めているのは、基本計画策定委託料の1,317万6,000円と

なっております。 

 今回町が基本計画策定を業者に委託して、策定するということになっておりますが、要するに

コンサルに委託する前提条件として、企画仕様書、つまり業務内容を作成し、それによって対価

がはじき出されると思いますけども、今回の基本計画策定の主要な部分のその業務内容について

お伺いいたします。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） ただいまの質問は今回の業務を委託する場合において、基本的

にどういった委託内容になっているのか、仕様書等がどうなってるのかといったようなことかと

存じます。 

 その業務内容ですけれども、前提の条件の整理、これにつきましては、和水町より提供するい

ろんな資料等踏まえて、基本計画を策定する上での前提条件の整備と、まずここから入っていた

だきたいというふうに考えております。 

現在進められている事業の進捗によりまして、前提条件に変更、更新が生じた場合は随時、委

託検討に反映することといったようなことでお願いをしております。 

 前提条件ですれども、本学校施設の整備にかかわる上位関連計画、町の振興計画、それから町

の教育創造計画等がありますけれども、これに似た関連性の整合性、本学校施設に関する使用条

件、町の児童生徒数の推移、既存の学校施設の施設規模、そういったこと、本件等に関連する会

議等の資料、基本計画策定委員会、町の校長会等における資料の提出等のお願い、事業予定地及

び周辺の敷地等の条件、施設の配置計画、造成計画、敷地の規模、法的な規制、事業のスケジュ

ール等の調査と本学校施設の検討の参考となる事例の収集や整理等をお願いしたいといったよう

なことで、こういったことを前提条件にお願いをしたいと、いうことで、基本計画書の作成につ

きましては、導入期の規模の検討、前提条件、基本的考え方等を踏まえまして、各機能の必要規

模について検討をすると、いうことでございます。 

それから、防災ユニバーサルデザイン、景観デザイン、構造設備等の考え方の整理をお願いし

たいといったようなことで、そういったことを委託の中に含んでいるところです。 
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その他、ゾーニング、アクセス計画の検討ということで、増築等も発生してくるかというふう

に考えられますので、そういった学校のいろんな教室、そういったところの配置、そういったと

ころの計画の検討をすると、それと関連しまして、施設配置計画の検討。 

それに伴う施設計図の作成等、そういった事業もろもろにつきましての事業費の算出というこ

とで、建築工事費、外構工事費、仮設校舎等の費用、そのあたりの算出等をお願いしたいという

ふうに考えております。 

 

それから、基本計画の委員会の設置をお願いしておりますので、これに対する運営の支援、そ

れから関係者の意見交換のときの運営支援等をお願いしたいといったようなことで、考えている

ところです。以上でございます。 

○議長（杉本和彰君） 

７番 小山 曉君 

○７番（小山 曉君） ただいま基本計画の策定委託料の重要なポイント、概要につきまして、

課長のほうから説明がありましたが、その答弁によりますと、耐震改修の基本的な考え方や、改

修コンセプトですか、あるいは、ゾーニング、アクセス計画等々の検討あるいは、概算費用等々

まで一応出したいという主な骨子が、今示されたわけでございますが、福原町長が選挙期間中に、

町民に強調されておりました耐震強化工事とともに全面点検を行うと、そして耐用年数期間も70

年から80年の確保を図ると、このように広報され、断言をされてこられたわけですけれども、非

常にこれは重要な中身になってくると、基本計画の中で、私はそう思います。 

その内容等につきまして、今の説明では全然触れられていないわけでございますが、その点ど

のようにお考えになっているのか、これは直接町長のほうにお尋ねしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） お答えを申し上げます。今、小山議員のお話の中身というのは、長寿命

化というのをいかが取り扱うのかというような御質問と賜りましたけれども、よろしゅうござい

ますでしょうか。 

基本的には、長寿命化を念頭に置いております。いわゆる、長寿命化ということを取り上げる

よりも、長寿命にも耐えうるよという安全性、これをやっぱり重視すべきじゃないかなというふ

うに思います。 

いろんな業者さんのお話の中にも出てまいりますけども、いわゆる長寿命化ということについ

ても、いろんな寿命をひっぱるということだけじゃなくて、何に力点をおくのか、それから至便

性といいますか、利便性といいましょうか、そのへんを取り入れるとか、それらによってやっぱ

り費用というのがだいぶ変わってまいります。 

ですから、基本的には長寿命化という項目と、それから耐震改修、当面は大丈夫だと、10年、

20年は大丈夫だというような段階、これらは基本的には、これから業者に折衝することになりま

すけれども、このへんの両方での提案というのも考慮してまいるということで関係者に申合せを
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いたしているところでございます。 

○議長（杉本和彰君） 

７番 小山 曉君 

○７番（小山 曉君） ただいま町長のほうから長寿命化対策についての答弁がございました。 

経費の問題等々もあるということで、一応それを含んで計画の中には考えているというふうに

受け止めていいわけですね。 

実は、あえてこのことにこだわりましたのは、実は先日の14日の日に、先ほども何人かの議員

さんからか話がございましたけども、どうしても、一遍、現地の学校の状況を知っておかないと、

私たちも町民にはお話ができませんので、とりあえず臨時議会の前に行って確認しようというこ

とで実は行ったわけでございます。 

その結果、私たちも初めて中から外までじっくりと時間をかけて見せていただきましたけれど

も、特に中央小学校の校舎の傷みというのは、これは尋常じゃないなというふうに実感いたしま

した。 

それほど非常に校舎そのものが傷みがひどいということですね。それも先ほど話がありました

けれども、もちろん町長もこの前、前回行って見られたということですが、ちょうど私たちが行

ったときに業者がまいっておりまして、はしご車といいますか、クレーン車を持ってきて、２階

のベランダ一帯のそういった補修作業をやっていたんですね。 

それが先ほど前議員のほうから話が出たように、非常にコンクリートの中の鉄筋が、膨れあが

り、結局張り出しておると、あるいは露出しておると、その部分というのは、本当に実際私が写

真を撮ってきておりますけども、町長、見てもろたがよかかんしれんですね。 

参考までにと思って、ちょっと写真を撮ってきたわけでございますけども、そのように現状は

膨れ上がっておりまして、コンクリートの部分が黒く錆ついておりまして、鉄筋がとにかく露出

しています。特にそのベランダ周辺には、工事の関係もあったかと思いますが、コンクリート片

が多数落ちておりました。 

私は、すぐに子どもたちのことも頭に浮かびまして、その状態を見て非常に危険だなと、そう

いう状況下にあるということを、そこで再認識させられたわけでございます。 

現在補修しているところは、目視で判断できる箇所に限定されていると思うんですね。今実際

やっているところは。 

とにかく屋根全体、建物全体が相当傷みが進んでいると、いうような状況下にございます。と

にかく部屋の中も全部見てまいりましたが、まず玄関に入りますと、ちょうど、入ってすぐから

の床の全面張り替え、この作業が行われておりました。それほど傷みがひどいわけでございます

が、その他の廊下にもブカブカする箇所が点々と見受けられました。 

２階の教室にも行きましたが、特に３年生の教室、３年生の教室が非常に雨漏り痕跡が一番多

かったです。それから４年生、５年生の教室、家庭科室、図画工作室、外国語教室など、全体に

雨漏りの痕跡が広がっています。大変ひどい状況にあるということがわかりました。 

それで先ほどもちょっと触れましたが、町長は選挙期間中に、３月くらいに発行された福原秀
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治後援会だよりに、さっき申し上げましたけれども、耐用期間70年から80年の確保を図りますと、

書いておられたことを覚えております。 

とにかく、町長もそれが一つの公約として町民の方々には広く示され、それで取り組んだとい

う熱意を示されたことをみんな町民は受け止めている。だから、その方向で行かれるんだという

ふうな認識は多分にあると思いますが、とにかく何よりも重要なことは、先ほども町長言われま

したけども、子どもたちの学校生活が常に安全で、そして快適で、しかも安心して勉強できる理

想的な学習環境を整えたいということが、この福原町長の、また福原町政の執行部の使命じゃな

かろうかと思います。 

これを菊水中央小学校で話を聞いたことですが、先ほど話があったかと思いますが、夏休みに

入る前の１週間前に、２階の音楽室に通じます階段の上の天井の壁が落ちたというような話も聞

きまして、ちょっと心配したわけでございますが、学校側ではすぐに教育委員会にお願いをして

補修されたという報告を受けました。 

とにかく、菊水中央小学校の校舎全体の現状、実態ていうのが大変厳しい状況にあるというこ

とを今回の現場を見ましてわかったわけでございますが、それまでは、私たちは学校統合を一日

も早く、やっぱこれは実現してもらわないと、子どもたちがかわいそうだと、そういう理解のも

とで、私たちはこれまで対応していますが、このような状況の中で、果たして菊水中央小学校統

合が的を得た選択肢となるのかどうか、その点１点ですが、町長が言われております、耐震改修

による大幅な事業費削減になるのかどうか、その点、非常に私もこの状況を見まして大変疑問を

持ったわけですね。 

とにかく、将来に過誤を残さないためにここはいったん立ち止まって基本計画の策定につきま

しても、もう一回、原点から見直していただくわけにはいかないだろうかと、私はそういう考え

をもっていますが、町長の考え、見解をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 小山議員ありがとうございます。非常に貴重な御提言をちょうだいいた

したと思います。ただ、今回の私並びに関係部局が考えておりますのは、決して箇所箇所の修繕

にとどまらないということでございます。したがいまして、全面的なリニューアルを考えており

ます。 

ですから、当然その思いの補強も踏まえまして、いわゆる長寿命化、これが図れるべく計画を

作成してもらいたい、長寿命化が前提といいますか、いわゆる長寿命化という言葉じゃなくて、

子どもの安全というのが前提中の前提になった基本計画、これに向けて取り組んでまいりたいと

思います。 

 ここは、それらも含めまして、中央小学校が値するのかどうか、このへんも含めまして、一度

計画の策定、それから業者の、業者ですから視察とはいいませんね、確認、このへんもやらせて

いただければありがたいなと思っております。 

議員のおっしゃるように子どもの安全が第一。これは決して、そらさないような形で進めてま
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いりたいと思いますので、この業者の目等々も含めまして、基本計画はやらせていただければあ

りがたいと思っております。 

子どもの安全をないがしろにするようなこと、これは避けますということは、断言を申し上げ

ておきたいと思います。 

○議長（杉本和彰君） ほかに質疑はありませんか。 

３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 今質疑を聞いておりますと、いろんなパターンの、結局、委託費の1,300

万の中に入っているということですけども、いろんなパターンてどういう意味なのかなと思いま

すけども、町長これ、先ほどから出てます町長の「町民こそが主役」、これ出されてますけども、

どんな改修を行うのか、指摘部分の耐震強化工事とともに全面点検を行い、対応期間を70年から

80年を確保を図りますと言われてますんで、今質疑聞いてますと、10年しかもてんとか、そうい

う業務委託費なんですかね。ちょっと答弁お願いします。 

それと、３回しかできませんので、まっいいか。それ答弁をお願いします。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） はい。いろんなパターンの場合の概算事業費ということで、耐

震のみの場合はいくらとか、耐震工事費にかかる分はいくらとかですね、プラス長寿命化の工事

をしたときにはいくらかかりますとか、それとか大規模改修の場合にはどのくらいかかりますと

いったような、いくつかのパターンが考えられます。 

それでそういったパターンと、今回、今中央小の施設を利用しての改修といったようなことで

ありますけども、仮設校舎をどこにするのか、そういったことも南小とかですね、そういったこ

とも考えられておりますので、そういった場合いくらかかりますよといったようなことで、いろ

んな比較ができるような形で基本計画のほうをお願いしたいと。それで、ひとつのパターンで事

業費がいくらじゃなくて、その統合するにもいくつかのパターンがございますので、そのいくつ

かのパターンについての概算費用をお願いしたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（杉本和彰君） 

３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 先日、全協の中で、テーブルの上に出さんとどがん判断していいかわか

りませんて言うたのは、僕が言いましたんで、しかし、テーブルにのせるのは、結局はこらマニ

フェストですね、町長の。 

マニフェストで耐震だけするとかじゃなくて、しっかりここに載せとるようなことで、委託業

務費を出した場合は、ならいろんなパターンするよりも、安くあがるんじゃないですか。実際。 

実際、テーブルあげたときですよ、70年も80年ももたせるような工事をした場合、安くあがる

わけ、僕はないと思ってるんですよ。実際。だから早くテーブルにあげてくれと、そしてなるべ

く早く番城グラウンドに、僕は造った方が、子どもたちのためにもいろんな教育環境もできるん

じゃないかなと思ってます。 
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 だから僕早く出してくれ、出してくれと言ってるんですけど、なんかいろんなパターンをする

必要があるのかなと思いますけども。 

結局70年もてて、今、教室が、まだ必要な教室があるていうのは、わかっとるわけでしょ。教

育長。 

 それでいくらかかるのかです。そして中学校があれを耐震補強して、70年、80年もたせる、そ

してプールは改修して造り直して、体育館はどがんされるかわかりませんけど、それをテーブル

にのせるとが、出してこんとわからんということを僕は言ってるんですよ。 

だけど、そがんいろんなパターンする必要ないんじゃないかなと思うんですけど。 

そして、1,300万もかける必要ないんじゃないかなと思いますけど、どうでしょうか。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） はい。改修につきましては、そういったいろんなパターン、そ

の３つのパターンがあるというようなことで、耐震のみの場合は、いくらぐらいかかりますよと、

いったようなことも出したいといったようなことで考えております。 

○議長（杉本和彰君） 

３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 私はですね、この町長のマニフェスト、これによって町長は選ばれたわ

けであります。 

だから僕は70年、80年もつというような、改築をした場合はいくらかかるのか。 

それだけで僕は出してもらいたいと思いますんで、この提案に関しては、修正をしていただけ

れば、僕は認めたいと思いますけども、このままでは僕は認められないということを申し述べて

質疑を終わります。 

○議長（杉本和彰君） ほかに質疑はありませんか。 

８番 君 

 先ほどの質問に、関連してお聞きいたします。 

現在学校統合推進委員会を設置され２回ほど検討会がなされたということでございますが、こ

れはあと何回ぐらい開かれて、いつごろ完結するのか。 

それからこの目的は、統合のあり方をまとめる、まとめてそれを町長に答申するというふうに

私は理解しておりますけれども、そのへんで間違いないのか。お聞きをいたします。 

 まず、１点、これについてお聞きいたします。 

○議長（杉本和彰君） 

学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） 統合推進委員会の件でございますけれども、前の予算で５回ほ

どの会議を開催して、ある程度の方向を出したいということで予算計上をお願いをいたしました。 

それで、その推進委員会を開く中でも、この概算費用等がでないと、なかなかそういった判断

とか難しいといったようなことがございまして、当初は８月いっぱいぐらいをこの統合推進委員
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会の会議にスケジュールを組んでおりましたけども、統合推進委員会の後に、ある程度方向性が

できて、基本計画の策定をしようかといったようなことで考えておりました。 

しかし、推進委員会での判断が事業費がでないとなかなか難しいといったようなこともありま

すし、各学校ごとの保護者説明会等にいったときも、事業費をある程度示してほしいといったよ

うな意見が多数でましたこともありましたもんで、今回、この基本計画の策定業務の委託料をお

願いしているということで、委員さん方にはですね、大変御迷惑をかけますけれども、当初８月

くらいまでと言っておりましたけども、もうしばらくこの基本計画の策定が、示されるまでは同

時に委員として残っていただきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（杉本和彰君） 

８番 君 

 ということは、学校統合推進委員会と基本計画策定委員会は、同時並行

で議論、検討していくというようなことですね。 

しかし、私は、これはまずは統合のあり方をどうするかということを最初に決めて、それを基

に計画策定委員会を立ち上げるのが、私は筋じゃないかと、でないと今ありますこの学校統合推

進委員会、このへんはないがしろにすることになりやしないかなと思いますけども、結局存在意

義がないと、あんた方は、こういうと失礼ですけれども、あってもなかってもよかていうふうに

考えてもとられる可能性もありますよね。 

そのへん、考えるなら、はやり前段として、方向性をきちっと出して、先ほどからいろいろ言

われることもなるほどなと、いうふうな理解をいたすのは、私もなるほどと思いますが、しかし

筋論からするならば、まずは答申、統合のあり方を答申があって、それを踏まえて今回提案の基

本計画策定委員会を立ち上げて、そして検討していくと、いうことであるのが筋だと思います。 

今の状況でいくならば、海図なしで大海原を渡っていくと、いうようなことといっちょんかわ

らんとじゃないかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） はい。ありがとうございます。髙巢議員お答えいたします。 

おっしゃるように、学校統合推進委員会と基本計画策定委員会、これは並行するような形にな

ります。 

これは否が応でもなります。このへんを、とりつくろう気持ちは全くございません。 

基本計画の策定委員会を、補正予算を今回計上申し上げたということの裏方の部分として、や

っぱりどうしても統合推進委員会の方では、例えば、パターンといいますけども、仮校舎をどう

するか、あるいは統合のとりあえずの、避難的な校舎をどうするか、そのへんによって、金額も

変わってまいります。 

そのへんの金額的な部分、それからスケジュール的な部分、それから方向とひとくちで片付け

てしまえば、もろもろありますけども、例えば中央小学校をどのようにするかという部分ですね。 

例えば、中央小学校じゃなくて、南小学校をするかとか、そういうお考えも、統合推進委員さ
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んのそれぞれの中には、あるかもしれません。 

そのへんを統合推進委員会さんとしてある意味で、責任をもって、私町長に答申をするには、

費用の部分もいただきたいと、いうようなお話が強うございまして、決して、統合推進委員会を

ないがしろにするということではなくて、並行しておりますので、バランスをとりながら進めて

まいることとしたいと思いますし、統合推進委員会の皆さんの体制の御意見としては、基本計画

の概要でも先に出してもらえんかいと、いうようなことでございますので、そのへん御理解いた

だければ、ありがたいなというふうに思います。 

これは申し訳ありません、なれないもんで、ルール違反になるかもわかりませんが、あえて承

知で発言させていただきますけども、先ほどの蒲池議員の御質問。 

長寿命化というのが、おおよその根底にあるというのが、私も十分認識もいたしております。 

ただ、議員さん方よく御存じのように、中学校をどうするかいというような問題もございます。 

そのへんも含めまして、その長寿命化といいましても、例えば、30年残るですね、30年40年の

部分もあるでしょうし、残る15年、20年の部分もあるでしょうし、そのへんの参考にもしたいな

というようなことで、パターンを変えまして概算も出してもらいたいというような気持ちがござ

います。 

ちょっと答弁がまたがりまして、大変失礼でございましたけれども、そういう気持ちでおりま

すことを御理解いただければというふうに思います。 

○議長（杉本和彰君） 

８番 君 

 確かに町長が言われることも、なるほどなという部分ございます。 

しかし、今回提案されている部分、先ほどからいろいろの、私も学校現場を見せてもらいました。 

予想以上に厳しいというふうに受け止めているところでございます。はたしてこれが町長がお

っしゃってるように長期にわたって使えることができるのか、相当の資金をかけないと改修費を

かけないと、とてもじゃないなと、ならば町長が常々おっしゃってる、経費の削減によって他の

事業を、他のインフラを整備していくというようなこと、かえって高くつく部分があるんじゃな

いかと、私も専門家じゃないからなかなかわかりませんけども、そういうふうな感じもするわけ

です。 

そういったことで、今回の提案、私はもう少し議論をしっかり、統合推進委員会の中でも、深

めていただいて、現場も見ていただく、そういったこともやっていただいた上で、今回の提案を

進めていくべきじゃないかと思いますし、まだまだ今の段階では時期尚早かなというふうに、思

うところでございます。そういったことで私の思いはそうございますので、終わらせてもらいま

す。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） ありがとうございます。私も髙巢議員はじめ、各議員さんのお話の中身

というのは、十分理解できます。十分わかります。 
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ただし、何が先か、ニワトリが先なのか卵が先なのかわかりませんが、菊水地区のですね、小

学校の、特に小学校の統合が遅れているということも、これまた事実でございます。 

リーダーとしまして、そのへんのところの緩和、解消もしてやりたいなという思いも実は反面

いっぱいでございまして、そのへんのところから基本計画の策定、これを急がせていただくとい

う思いもございます。 

どうか御理解をいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（杉本和彰君） ほかに質疑はありませんか。 

11番 杉村幸敏君 

○11番（杉村幸敏君） 大変議論が２時間程度、過ぎとりますが、私も最後に町長と議論をした

いと思います。前向きな議論をしたいと思います。 

この学校問題については、いつも言いますように複式学級の解消、これは17年度です。 

合併前からでとります。私も長く議員をさせていただいとるんですが、先輩議員の申し送り事

項でございます。 

なんいつまっでんこやん暇んいりよるかい、だっでんなんばしよるかい、お叱りを受けます。 

そして、今この大事な時期に、私たち議員が、あとに後世につけをのこさないような、本当の

議論をして、これを開設するように進めていかなければいけないのが、任務でございますので、

私たち議員も、自分の気持ちを真摯に訴えて、その解消に努めたいという思いでございます。 

ちょっと前置きがしましたが、根本は中央小学校が一番適しているか適していないかでござい

ます。 

私もこの前の全協で申し上げて学校統合委員会にただ、答申をしてもらっても費用がわからな

んならできんじゃないかということを言いました。 

言いましたが、実際中学校、小学校、現場を見に行きました。 

私は７月にいきました。大変ひどい状況です。 

学校東、西、南、中央ありますが、一番悪い、これは６年くらい前、当時の校長先生が、手洗

いの上が雨漏りをしています。どうにかしてくださいという話を聞きました。 

学校のことは、すぐせなんたいてことで、やってもらったわけでございます。 

このように６年、７年も、前から傷みはあっとるわけでございます。 

そしてこの前、行きますと、中央小学校は、ほとんど全面リニューアルせんといかんなという

思いでございます。 

先ほどからでていますように町長の公約では、70年から、80年。これには80年て書いてます。 

もてるようなリニューアルをしたいと、そういうリニューアルをするなら、全面建て替えをせ

んと、私できないと思います。 

本当に現場をですよ、学校統合推進委員会の皆さん方も、現場を一番目に見に連れて行って、

百回言うよりも一回見た方が、一番ようございますので。教育長、学校統合推進委員会の皆さん

をですよ、夜の会議ばかりせんで、昼、見ることが私一番だろうと思います。 

そういうことで私の考えは、中央小学校が一番古いから、先ほどありましたように、1,300万も
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金を捨てるのは、もったいないという気がいたします。 

今一度立ち止まって、是非そういう皆さん方も現場をみていただいて、私は中央小学校に造る

よりも、南小学校に造った方が、南小学校はまだ新しいです。 

造ったのは２年ぐらい遅かったですが、皆さん方行って見られると分かると思います。 

それはなぜだかというと、造りが違うわけです。南小学校は瓦葺きでございます。中央小学校

は、瓦葺きじゃない、…ほとんど雨漏りがない、20年ぐらい…しとります。 

どこから雨が漏れよるかはわからん。そういうことでおそらく、上の方も解体せんないかんな

と、下の方は底はブカブカと、そういう状況でございますので、どうか町長も、そこらへんを偵

察していただいて、そして結論をだしていただく、そして私は番城グラウンドに造れば、準備は

できとりますので、ただ、今から番城グラウンドを、企業誘致をすぐくればいいですが、…があ

った場合は、草ボウボウになります。もったいないなという意見がございます。そこらへん町長

の公約では、中央小学校が焦点でございましたので、町長は、やっぱり中央小学校にこだわって

これでいくから理解をしてくれておっしゃいますが、ちょっとここらへんには、私たちは理解が

できない。 

はっきり申し上げまして。町長どういうお考えですか。 

今まで理解をしてくれということで、おっしゃいましたが、町長の見解をお伺いします。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） はい。杉村議員の御質問にお答えをさせていただきます。 

これまでの答弁とだぶることもございましょうかと思いますが、お許しをいただきたいと思い

ます。 

 この和水町町外の事例で、やっぱり中央小学校よりも建築年数が経っておるし、また、老朽化

もかなり進んでおるという校舎も全面リニューアルによりまして、蘇っている。それから、先ほ

どから問題になっております費用の分につきましても、低減を実現しておるというような事例も

たくさんございます。 

インターネット等々でご覧いただければ、おわかりいただけるかと思いますけども、それはそ

れといたしまして、確かに杉村議員のおっしゃるように、現場を見ていただくということは、必

要な部分かとも思いますけれども、そのへんは、町長部局あるいは教育委員会部局としても、委

員の皆様方、日常のお忙しい部分はございますので、どうしても会合が夜が中心になってしまう

と、いう事情もございます。 

そのへんは教育委員会の範ちゅうの部分でございますけれども、よければ見に行ってください

と言うような御案内を差し上げるとか、引率してどうこうというようなこともいかがなものかと

いう部分も、部分もございますもんですから、そのへんは教育委員会で対応を検討していただけ

ればありがたいとも思います。 

それから、これはここの部分はだぶりますけれども、あくまでも考えておりますのは、部分的

な補修ではなくて、全面的な改修でございます。そのへんが子どもたちの安全対策、それから建
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物の耐用年数、このへんにどう関わりをもってくるかということかと思います。 

 議員のもう一度立ち止まってと、いうことにつきましても、それにお答えする意味合いをもち

ましても、やはりここで基本計画を策定する上での、基本計画も目標のひとつ、目的のひとつで

ございますけれども、経費の確認というのも、安全を語る上で、見逃せない部分だと思いますの

で、これはただただ、町議会の会期を待つということではなくて、機に応じて、議員の皆様方に

も報告申し上げる、それから御議論いただく、アドバイスをいただくと、そういう場をつくりな

がら、進めてまいることができればありがたいというふうに存じております。よろしくお願いを

申し上げます。 

○議長（杉本和彰君） 

教育長 小出正泰君 

○教育長（小出正泰君） 先ほど杉村議員の方から御指摘ありましたように、推進委員会の方々

にもぜひ現場を見ていただきたいと、いうようなお話でした。 

先ほど町長からも話がありましたように、時間的な都合やその他ありましょうから、いろんな

形で見ていただく、委員会としても、推進委員会としても、やはり昼間開催できれば、そういう

ような形にもっていって、実際に現場の状況等を見ていただければ、ありがたいと思っておりま

す。 

一度にその場所にというのが、なかなかできにくい方もあるかと思いますが、そのあたりは十

分検討させていただければと思っております。 

○議長（杉本和彰君） 

                        11番 杉村幸敏君 

○11番（杉村幸敏君） 教育長から、前向きな答弁がありましたが、本当に、この大事なことだ

から、ぜひ昼ですね、委員さんもおっしゃいました。 

ある委員さんは、なんさま夜さすもんだけん、見ぎゃいかれんたい、そういう委員さんもおら

れますから、どうしても仕事をもたれる方は、しかたないと思いますが、やっぱり現場を私たち

も現場を見て、最初は中央小学校でよかたいと思っておりました。 

見たらどうにかいかんような感じがしたもんだから、こういう議論になっておりますので、特

に統合推進委員さんというのは、大事な役職でございますので、昼の会議にして、現場を見てい

ただくようにしてもらいたいと、それから町長は財政問題、いろいろおっしゃいます。 

私もこの前の一般質問で、財政問題についてお伺いしました。 

そんとき、私には、町長は、私には、私は42億円積立があると、それでどうですかていうと、

はい、大変厳しゅうございますと。髙巢議員は、私は財政はよかろうと思っとるばってん、どや

んですか。はい。財政は大丈夫ですと、町長はおっしゃった。 

なんかここらへんにちょっと、これを見てもらうと、書いてありますので、私の文章、髙巢議

員の文章、町民の方がみてから、なんかいた、あたと髙巢議員な、全然ちがうじゃないか。こう

いう認識がございます。 

私は前の前町長の肩を持つわけでもなんでもないですが、前の町長はやっぱり学校を造らにゃ
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いかんけん、はよためとかにゃいかんもんなと。 

29億円しかなったとが、73億円まで増えたわけですから、私は財政はよかと思っとります。 

ということで、番城で作った場合は、14億9,000万ですか。これでいいというようなことで、36

億円の予算は、前の議会では通っとるわけでございます。 

３億9,000万がオーバーしたわけですが、そこらへんでちょっと歯車がくるって議員さんもここ

におりますが、当時の議員もおりますが、そこらへんで前町長はなかなか厳しい議会の状況だけ

ん、本当は私は、解散もうちなっせと、進言もしました。 

よし、んなやるぞとおっしゃいました。なんかそれがしとらんでひっくりかえったような。 

解散のあんなら選挙準備ばせないかんばいという思いがございましたが、これは裏話ですよ。

これを裏話しも言わなわからんけん、言いよるわけですから。 

それが、議員がもう少ししっかりしとかにゃいかんと、議員がしっかりしとらんもんだけん、

こういうことになったと思います。 

それで私もこの議題では、言うべき時はいうとかんと、町民にはない、議員には責任があると、

いう思いで町長と議論をしてるわけですので、今一度、この件については私は再度、現場をよく

見て判断をするためには、そのようにしていただいた方が、一番ベターではないかと思います。

以上です。 

○議長（杉本和彰君） 

町長 福原秀治君  

○町長（福原秀治君） はい、ありがとうございます。裏話については私の関わるところではご

ざいません。 

かつての議員さんの動きといいますか、活動といいますか、についても私の関わるところでは

ございません。 

ただ、財政の見方、これはいろんな、皆さん十分ご案内と思いますけども、一面的な見方だけ

ではなくて、いろんな多面的な見方ができます。 

ですから、私が申し上げておるのは、この番城校舎の学校建設にかかる、これぐらいが和水の

体力としては限界じゃないかと、それを越すとなると他の事業ができないんじゃないかと、そう

いうことを申し上げておるところでございます。 

ですから私の申し上げてるのは、39億6,000万も使うたら、財政が危ないよということを申し上

げてるのでは、ございません。 

そのへんにとどめて全体をとどめておかないと、先々の見通しがつかないよと、そういうこと

を申し上げてるんでございます。 

ですからそこは申し上げましたように、一面での見方、あるいは多面的な見方、これは議員さ

んそれぞれがまた見方が違ってこようかと思います。 

そこはさておきまして、御意見は御意見としてうけたまわりたいと思いますけれども、私も中

央小学校の状態等々、つぶさに拝見はいたしますけども、つけましても公約だからということで、

こだわることはありませんけども、それがある程度の経費を抑えながら実現できるのであれば、
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他の事業も進めることができる、そのへんの観点からこれを進めていきたいというふうに考える

ところでございます。 

ですからそのへんの前提としてのこの基本計画、これについてはぜひとも御承認を賜りたいと、

そういうふうに考えるものでございます。よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（杉本和彰君） 

教育長 小出正泰君 

○教育長（小出正泰君） 先ほど現場の実際見ていただいて、それから判断すると言う、そうい

う流れの、そういう研修会の、ぜひ事務方のほうで検討させていただいて、計画していきたいと、

思っています。そのように計画していきます。 

○議長（杉本和彰君） 

                        11番 杉村幸敏君 

○11番（杉村幸敏君） 何回も言いますけど、町長は、町長の立場で、選挙をされてこられたわ

けですから、わかります。私も中央小学校が、本当によかなら、賛成していきます。 

やっぱり現場を見てみますと、何回も言いますが、ちょっと素人が見た感じでも、天井からぶ

らさがって、頭に…落ちるような状態と、それで今夏休み期間中に修繕をしてると、またそのあ

とにもまた、修繕もせないかん部分があっというような話もあるわけでございますから、まだま

だ学校のできる前に、何回修繕せないかん、それほどひどい校舎ですよ。 

それから外から見ても、校舎もやっぱり塗装も何十年てしてないから、それと、中央小学校の

問題点というのは、私の思いは駐車場はないと、門は玄関の正面の門は開かずの門と、この前の

質問には、町長は、裏の方にちょっと造りますと、おっしゃったと思います。 

やっぱり今から造るならば、のびのびと子どもが育つようなそういう環境でなければ、私はい

かんなと思います。 

そして私は前の番城グラウンドで話を進めてきました。 

それには、賛成をしてきました。そういうことで、ここも町長は腹を太くもってですよ、自分

がこれで当選したから、これでやっていかにゃいかんということでなくて、もう少し腹を大きく

もって、向こうの方もやっぱり視野に入れて、されんと、企業を誘致しますて言うたっちゃ、町

長、あん時企業ば誘致すっと言いなはったばってん、10年たったっちゃこんたいて、そういうこ

とにならんとも限らん。 

今までも企業はほとんどきとらんわけですよ。前淵町長、福永町長、坂梨町長、そういうこと

もありますので、あえて苦言を申し上げまして、私は質問を終わります。 

○議長（杉本和彰君） 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） ありがとうございます。最後のお答えになりますけども、申し上げます。 

何度も申し上げておりますように、中央小学校、これは部分的な改修に拘泥するものではござ

いません。 

全面的なリニューアル耐震、それから蒲池議員の御質問にございました、長寿命化、この観点
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を考慮いたしまして、それで基本計画がどのようなものになるか、ということでございます。 

パターンは検討がしやすいように、やや金額がかさみましても、パターンは、お言葉はお言葉

として受け止めて、できれば複数作りたいなという気はいたしております。 

それから２番目、菊水中央小学校、裏に正門を造りますと言った覚えはございません。 

議事録を調べていただければわかると思います。 

別のところに正門は検討したいと思いますとこういうふうに申し上げました。 

正門を裏に造るあほはいないと思います。 

それから、番城の企業誘致、これは私は先般の６月の議会におきまして、蒲池議員の御質問に

対しまして、企業誘致という答弁はいたしておりません。 

これは皆様の御賛同が町民の皆様の御賛同が得られるのであれば、運動公園的な施設を今の造

成を無にしないように造り上げていきたいと、私はこの議会は公式でございますから、公式にそ

のようにお答えを申し上げたというふうに記憶をいたしております。 

記憶違いでございましたら御容赦ください。そういうことでございます。 

ですから再三再四お願いを申し上げますけれども、ともあれ、進む方向これをきっちりとお示

しをできることにつきましても、どうしてもこの基本計画の検討というのは、前段として必要に

なってまいります。 

願わくばこの費用をぜひともお認めをいただきたく、よろしくお願いを申し上げます。 

あわせて、いろいろ御意見、御指摘、御助言いただきました事に関しては、決して無視をせず、

直視をしてまいりたいと思います。以上よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（杉本和彰君） ほかに質疑はありませんか。 

 １番 生山敬之君 

○１番（生山敬之君） 先日、ひまわり園の保護者説明会に私は参加したんですけども、学校統

廃合、菊水区域における保護者説明会資料の事前配布で、この資料をいただいてます。 

各議員も持ってるかと思いますけども、この中でまず、保護者等の理解が得られる適切な統合

方法を検討します。そのためには保護者の皆様の御意見等が基本と考えています。 

その通りだと思います。 

そこでこの資料には、統廃合のパターン、５つ、用意されましたが、その他で空欄がございま

した。 

そこには、注意書きとして統合パターン内からの選択を強要するものではありません。 

他の統合方法の検討や御意見等をお願いしますと、そういう余白もありました。 

そこで今回の委託料の1,317万6,000円、このその他のパターンにも、この委託料、５パターン

のための委託料なのか、その他も含めての委託料なのか、それをお伺いします。 

○議長（杉本和彰君） 

 学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） はい。ただいまの質問は、こちらからお示ししました、１から

５までのパターンの他に、その他の意見で出ていたものについても、概算費用とか出すのかとい
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ったようなことでございますけれども、その他の意見そのものが、いろんな分野といいますか、

多くの方向に分かれておって、その他としてひとつじゃないもんですから、いろんなパターンに

ついてひとつひとつ概算費用を出すというのは、大変な労力かというふうに思っておりますので、

基本的にはその５つのパターンを出しまして、なかには西小学校を改修して、西小学校に統合し

てくれといったような意見もございましたので、そのあたりにつきましては、中央小の改修につ

いて概算事業費がでるならば、ある程度事務局の方で、西小学校の場合はどのくらいかかるのか

なと、いったようなことはだせるのかなというふうに考えているところです。以上です。 

○議長（杉本和彰君） 

 １番 生山敬之君 

○１番（生山敬之君） この５つのパターンで、説明はございましたけども、保護者説明会のと

きに。 

ただし金額がでないことには、やはり説明が説明になってなくて、保護者の方も混乱していた

部分、私は記憶してます。 

なので、この５パターンに対して、金額を提示していただければ、ある程度の保護者の選択肢

も広がると思いますし、またはその金額次第によっては、中央小はよろしくないんじゃないかと

いう意見もでてくるかと思います。 

なので、この委託料の範囲内で５パターンに限らず、やはりその他のパターン、可能性ありま

すので、この予算内、追加予算がでないようなかたちで委託料、もう一度再検討していただけれ

ばと思いますけれども。 

まずは、５パターン。必要だとは私は理解してますけど、そのあたりいかがでしょうか。 

○議長（杉本和彰君） 

 学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長（吉田 収君） はい。ただいまの質問で、やっぱりその他でいろんなパターン

で概算費用をだしてもらいたいといったようなことでありますけども、保護者説明会でも説明し

ましたように、できるだけ、保護者の方々には説明できるように、それに沿って進めていきたい

といったようなことで、説明しておりますので、できるだけ、出したいとは思いますけれども、

すべてがすべて、一人一人のその他の意見に沿うかといったようなことは、ちょっと無理かなと、

いうふうに考えております。 

その他の中でも、例えば中央小に改築じゃなくて、新築とかいったような意見もございました

ので、中央小を新築した場合いくらになるのか、そういったことはだせるのかなというふうに考

えております。以上です。 

○議長（杉本和彰君） 

 １番 生山敬之君 

○１番（生山敬之君） 最後の質問ですけども、やはり数字がでないと、これ以上の議論も進み

ませんし、やはり保護者をまきこんで、これから推進委員会も進めていかれるということですの

で、ぜひこの基本計画策定業務については、進めていただきたいと思います。 
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しかしながら、この中央小ありきの進め方ではいけないと思いますので、そのへんをよろしく

お願いして私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（杉本和彰君） 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 生山議員ありがとうございます。最後の御質問にお答えをさせていただ

きます。 

 そのとおりだと思います。中央小学校に正直言って、私自身が、これまでの答弁総括いたしま

すと、こだわっております。 

こだわっておるんですが、おるんですが、また別でも申しましたように、どうしてもならんと、

ならんというのはイヤよというならんじゃなくて、こりゃいかんぞと、いうことであれば、それ

はまた皆さんと御相談を申し上げなくちゃいかんというふうに考えてるところでございます。 

生山議員の発言のお心のほどはよく理解できますので、御質問、無にしないように心得てまい

りたいと存じます。 

 生山議員には、このようにこれが御答弁でございます。 

それから議長、別件で御発言、発言の機会いただいてよろしいでしょうか。 

○議長（杉本和彰君） どうぞ。 

○町長（福原秀治君） 関連でございます。お詫びでございます。先ほど杉村議員に対する答弁

の中で、私も口がすべってしまいまして、裏門につくるようなばかはいませんという発言をいた

してしまいました。非常に不適切な発言であると、今座りながら感じておりました。お詫びして、

そこの部分は抹消させていただきます。よろしくお願い申し上げます。申し訳ございませんでし

た。 

○議長（杉本和彰君） しばらく休憩します。 

 

休憩 午後０時08分 

再開 午後０時10分 

 

○議長（杉本和彰君） 休憩前に引続き会議を開きます。 

11番 杉村幸敏君 

○11番（杉村幸敏君） 先ほどの私の発言について、町長は企業誘致は私は言っとりませんと、

今考えますと、まだちょっとはっきりしませんが、どっかの席で誰かがおっしゃったことが私の

頭にあったと思います。もし、そういうことであれば訂正をさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（杉本和彰君） ほかに質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論ありませんか。 
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○議長（杉本和彰君） 

２番 森 潤一郎君 

○２番（森 潤一郎君） ２番議員の森でございます。 

 私は、議案第36号、平成26年度和水町一般会計補正予算書に対して、反対の立場から討論させ

ていただきます。 

 福原町長誕生から、５カ月が経とうとしていますが、福原町長誕生の最大の争点は平成24年度

の小中学校一貫校建設の内容でありました。 

 １、建設費総額が、36.4億円から40億円を超えることへの反対。２、耐震化工事であれば小中

学校の２校で、費用は５億円程度で済み社会福祉などへ回せる。３、文部省は「既設学校に耐震

化工事を行い、建設後70年間使用することを検討している。」新聞記事であります。等を町民に訴

えてこられました。 

 当然、私は、先の６月議会の定例会に小中学校及び中学校２校の、小学校及び中学校２校の耐

震改修工事の内容、費用、規模、期間等が提示されるものと思っておりました。 

 アバウトであれ、福原町長の頭の中には当然、費用、規模、期間等の数字があるものと考えて

いましたから。しかしながら、この５カ月間の福原町長の提案のやり方は和水町学校統合推進委

員会を設置したかと思えば、基本計画策定委員会を設置してみたり、一貫性が感じられません。 

 福原町長、今あなたがとる行動は町民の代表者である、我々、町議会に対して２校の耐震改修

工事の内容、費用、規模、期間等について、わかりやすく明らかにすることです。 

 これを、実現しない限り議会軽視と言わざるを得ません。 

 政治家の言葉は非常に重いものであります。 

番城グラウンドに小中学校を新しく建設するという町の計画は、議会で認められたままである

にもかかわらず、和水町学校統合推進委員会を設置したり、基本計画策定委員会を設置したりし

て福原町長としての説明責任を果たさないまま、２校の耐震改修工事が推し進められようとして

いるように思えてなりません。これでは、議会としての判断のしようがありません。 

番城グラウンドの小中学校建設計画を中止する場合のメリット、デメリットをはっきり議会に

示していただきたいものであります。進め方の順序の違いがあるんではないでしょうか。 

町民の代表者である、我々議員がはっきりと判断できるように、執行部は示すべきであります。 

私は、議会制民主主義を守る立場からも議案第36号、平成26年度和水町一般会計補正予算に対

して、反対の意思を表明するものであります。これで、反対討論を終わります。御静聴ありがと

うございました。 

○議長（杉本和彰君） ほかに討論ありませんか。 

12番 笹渕賢吾君 

○12番（笹渕賢吾君） 議案第36号、平成26年度和水町一般会計補正予算について、賛成討論を

行います。 

 ３月の選挙を受けて、学校施設改修基本計画策定に関する提案が行われております。 

 学校の耐震工事の問題では、現在の中央小学校と菊水中学校の校舎の状態について、どのよう
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になっているのか、科学的に調査し、その上でどの方法による耐震工事がいいのか明確な方針を

出すことが今求められております。 

 その立場から、この議案に賛成するものです。 

○議長（杉本和彰君） ほかに討論ありませんか。 

３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 皆さん、改めましてこんにちは。 

 私は、議案第36号平成26年度和水町一般会計補正予算に対しましての反対討論をしたいと思い

ます。 

 私は、なぜかと申しますと、町長が耐震をして70年、80年もたせるというところで、今回当選

されました。 

 いろんなパターンをするよりも、はっきりいってわかりやすく、中央小学校の耐震した場合、

いくらかかるのか。 

 菊水中学校の耐震、プール建設、それをいくらかかるのか。それを、あからさまにするだけで

僕はいいと思っております。 

そういう意見の中で、いろんなパターンなんか、私は必要じゃないと思っておりますので、こ

の議案に対しまして、このままでは、賛成できないというところで反対の討論とさせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（杉本和彰君） 討論ありませんか。 

５番 荒木政士君 

○５番（荒木政士君） ５番議員の荒木でございます。 

 議案第36号、平成26年度和水町一般会計補正予算に対する、賛成討論を行います。 

 この、今いろんな皆さん方の御意見を聞かさせていただきました。 

 しかしながら、今、皆さんが御質問された、趣旨といいますか、これは、議会全員協議会の中

で、学校統廃合推進委員会に対して、４パターン、５パターン近くあったと思いますけれども、

それを説明する中で、やはりこのパターンによっていくらかかるのか。 

 それを、まず出さなくては判断のしようがない。そういう皆様方の意見のもとに今日の補正が

出てきたわけでございます。 

 まずもって、やはりこの予算を通し、そして、このパターンによっていくらかかるのかを検討

委員会の皆様方、そして私ども、それを検討課題にすれば、する必要があろうと思うところでご

ざいます。 

 以上で、賛成討論を終わります。 

○議長（杉本和彰君） 討論ありませんか。 

９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） ９番議員の庄山でございます。 

 私は、議案第36号平成26年度和水町一般会計補正予算の反対討論を行います。 

 私は、さっき、いろんな中でこの実際的に校舎を見ながら判断をいたします。 
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 この時点で、本当にこれがこの出発点なのか本当に考えていかなくてはならないというふうに

思っております。 

 この議員の14名の中でも、本当にこれを十二分に見ての判断なのか、それも伺いたい。そうい

うことで本当にこの予算は、まだまだ考えてやっていかなくてはならないというふうに思ってお

ります。 

 そういうことで、反対と私は思っておるところでございます。反対討論を終わります。 

○議長（杉本和彰君） 討論ありませんか。 

 賛成の発言を許します。 

○議長（杉本和彰君） 

６番 松村慶次君 

○６番（松村慶次君） ６番、松村です。 

 賛成討論を行います。今回出されております、菊水地域の学校統合建設に対しての議案第36号

一般会計補正予算は、適切と思います。 

 当然、前段での調査、検討、改修建設に対しての概算見積もりは当然必要かと思われます。 

そのためにも、学校施設の改修基本計画策定事務委託料に対しての予算は必要と思われ、議案

第36号、一般会計補正予算に対しての賛成討論といたします。 

○議長（杉本和彰君） ほかに討論ありませんか。 

８番 君 

○８番（髙  ８番議員の髙巢でございます。 

 議案第36号、平成26年度和水町一般会計補正予算案について、反対の立場から討論を行います。 

 菊水地域における、学校統合のあり方、方向性を協議するために和水町学校統合推進委員会を

立ち上げられ、望ましい教育環境の整備を図る上での統合のあり方、方法等の方向性を協議し、

その結果を答申すると、また、保護者等の理解が得られる適切な統合の方法等を検討するために

保護者の説明会を開催し、意見の集約が進められているところでございます。 

 今回の、菊水地域学校統合に関する基本計画策定委員会を立ち上げる方向への予算要求であり

ますが、順序として和水町学校統合推進委員会による統合方法等の答申を踏まえて、基本計画策

定委員会をスタートさせるのが本来の姿ではないかと思います。 

 統合推進委員会による検討中の中で、基本計画策定委員会の立ち上げは、学校統合推進委員会

の存在意義をなくし、基本計画策定委員会による検討開始は、海図なしで航海に出るようなもの

ではないかと思います。 

 また、先般、学校現場を視察いたしましたが、校舎は築32年から37年を経過しており、目視で

の確認でありますが、雨漏り箇所、床の損傷、錆による鉄筋の爆裂等でコンクリを押し出し、コ

ンクリの剥離跡が見られました。 

 校舎の老朽化は、想像以上に激しい状況にあり改築の程度にもよりますが、相当の工事を要す

るのではないかと思われます。このことから、現場視察等を十分に行うことも重要かと思います。 

 以上のことから、現段階での学校統合関連予算の計上は、時期尚早と判断し、本補正予算案に
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反対の討論といたします。 

○議長（杉本和彰君） 討論ありませんか。討論ありませんか。 

 賛成者の発言を許します。 

 討論なしと認めます。 

 これで、討論を終わります。 

 これから、議案第36号、平成26年度和水町一般会計補正予算第３号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 議案第36号について原案のとおり決定することに、賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（杉本和彰君） 起立少数です。 

 したがって、議案第36号は否決されました。 

 

 日程第６ 議案第37号 工事請負変更契約の締結について 

○議長（杉本和彰君） 日程第６、議案第37号「工事請負変更契約締結について」を議題としま

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

○議長（杉本和彰君） 

建設課長 池田宝生君 

○建設課長（池田宝生君） 議案第37号、工事請負変更契約の締結について、提案理由の説明を

申し上げます。 

 地方自治法第96条第１項第５号及び和水町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例第２条の規定により、予定価格5,000万円以上の契約は、議会の議決を経る必要があ

ります。 

 この契約金につきましては、平成26年２月21日に開催されました、臨時議会におきまして、議

案第１号、工事請負契約の締結について議決をいただいております。 

 また、議会の議決を得た事項の変更につきましては、昭和26年11月15日に出されました行政実

例で議会の議決を経なければならないとなっており、今回提案しているところでございます。事

業の名称は、三加和小学校プール新築等工事です。 

 変更します内容は、契約金額の増額で、1,817万8,423円の増です。増額後の契約金額は、１億

2,097万3,423円とするものでございます。 

 増額の主な内容は、まず１点に、地盤調査の結果、軟弱地盤であったため、コンクリート柱162

本による地盤補強による増です。 

 ２点目が、児童生徒の安全対策として、防護ネットの設置及びプールサイド排水口のソフトカ

バーの設置による増。 

 ３点目が、三加和中学校プールの改修に伴います老朽化した電気設備等の交換による増となっ

ております。 
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 その他、平成26年４月の消費税法改正に伴います税率が５％から８％に引き上げられたことに

よります増加がございまして、契約金額に増額が生じたものでございます。 

 以上、議案第37号、工事請負変更契約の締結について提案理由の説明を終わります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（杉本和彰君） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第37号、工事請負変更契約の締結についてを採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

議案第37号について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（杉本和彰君） 起立全員です。 

したがって、議案第37号は原案のとおり可決されました。 

 

 日程第７ 同意第４号 教育委員会委員の任命について 

○議長（杉本和彰君） 日程第７、同意第４号「教育委員会委員の任命について」を議題としま

す。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 町長の福原でございます。 

 同意第４号について御説明を申し上げます。教育委員会委員の任命について、和水町教育委員

会の委員に下記の者を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項

の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

 対象人、住所、和水町日平106番地５、氏名、田川俊信氏、昭和22年10月３日生まれ、66歳にな

られるかと思います。平成26年８月13日提出。和水町長福原秀治。 

 提案の理由でございます。教育委員を任命する時は、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第１項の規定により、議会の同意を得る必要がある。 

 これが、この議案を提出する理由でございます。田川俊信氏につきましては、旧菊水町時代を

含め長年和水町の広範な分野において、町政運営にかかる御協力、御尽力をいただいております。 

 一部を御紹介いたしますと、菊水南小学校ＰＴＡ会長、菊水中学校ＰＴＡ会長、菊水中学校同

窓会会長、和水町人権擁護委員、日平行政区区長等を歴任され、学校教育関係にも長い期間を携

わっていただいた御経歴がございます。 
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 これらの、実績御経験を教育委員会委員としての職務に生かし、負託にお応えいただけるもの

と期待いたすものでございます。御審議のほどをよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（杉本和彰君） これで提案理由の説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

         （「なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから同意第４号、教育委員会委員の任命についてを採決します。 

この採決は起立によって行います。 

同意第４号について、原案のとおり同意することに賛成の方は起立願います。 

         （賛成者起立） 

○議長（杉本和彰君） 起立全員です。したがって同意第４号は、同意することに決定しました。 

 

 日程第８ 閉会中の継続調査について 

○議長（杉本和彰君） 日程第８「閉会中の継続調査について」を議題とします。 

 各委員長から、会議規則第75条の規定によって、お手元に配りました閉会中の継続調査申出書

一覧表のとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

         （「異議なし」と呼ぶもの多数） 

○議長（杉本和彰君） 異議なしと認めます。 

したがって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

○議長（杉本和彰君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日の会議を閉じます。 

 平成26年第３回和水町議会臨時会を閉会します。 

 御起立願います。お疲れさまでした。 

 

閉会 午後０時36分 
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